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7月23日、清水テルサホールで「海の日式典」が開催され、式典の中で
「海事関係功労者等表彰式」が行われました。港の発展に貢献された方々の
功績をたたえ、清水港湾事務所長より、表彰状を贈呈しました。
港湾関係功労者等表彰

〇海をきれいにするための一般協力者
特定非営利活動法人 夢生の会＜大臣表彰＞
チームつながり＜大臣表彰＞
特定非営利活動法人 EarthCommunication＜局長表彰＞
舞阪の自然を守る会＜事務所表彰＞

○港湾功労 港湾振興発展
前 湖西市長 影山剛士様＜局長表彰＞

○永年勤続 港湾建設事業
株式会社KAITO 上沢豊様＜局長表彰＞
鈴与建設株式会社 鈴木靖浩様＜局長表彰＞
五洋建設株式会社 今村正様＜局長表彰＞

＜大臣表彰＞：国土交通省大臣表彰
＜局長表彰＞：中部地方整備局長表彰
＜事務所表彰＞：清水港湾事務所長表彰

＜事務所表彰＞
○優良工事施工者 大石建設株式会社様、若築建設株式会社 名古屋支店様
○安全工事施工者 河津建設株式会社様
○工事関係協力会社 株式会社新村組様、井上工業株式会社様、蘭丸組株式会社様、

有限会社オカムラ様、八光建設工業株式会社様、有限会社福永建設様、
髙橋自動車工業株式会社様

○優良工事技術者 若築建設株式会社 名古屋支店 北村拓也様、大石建設株式会社 原田賢一様、
井上工業株式会社 下山真澄様、株式会社新村組 金原基之様、
有限会社オカムラ 稲葉修一様、
八光建設工業株式会社 後藤勇司様

○安全工事技術者 有限会社福永建設 福永哲己様

優良工事等表彰
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6月24日、国立清水海上技術短期大学校の新入
生113名を対象に清水港の新興津コンテナターミ
ナルの見学会を開催しました。学生は、清水港の
概要や港湾の保安対策について説明を受けた後、
バスに乗りコンテナヤード内を見学しました。

【みなとの見学会】

清水港湾事務所では、教育機関や一般
の方向けに港湾の工事現場を見学できる
「旬な現場」の見学も開催しています。
ご興味のある方はHPをご覧ください。

https://www.
cbr.mlit.go.jp
/local_info/s
ougou/conte
nts/shisetsu/
construction/
genba.htm

旬な現場
中部地整HP

https://w
ww.shimi
zu.pa.cbr.
mlit.go.jp
/502/870
4/

教育機関向け
清水港湾事務所HP

７月17日、山梨学院小学校の5年生75名を
対象に清水港の新興津コンテナターミナルの
見学会を開催しました。学生は、清水港の概
要について説明を受けた後、実際に荷役の様
子を見学し、コンテナが吊り上がる仕組みを
模型を用いて体験しました。

【大学講義】
静岡大学人文社会科学部で開講される「行

政学」講義にて、7月4日に田中所長が講演を
行い、港湾行政や清水港の官民連携事例を紹
介しました。当事務所の岡本事務官も登壇し、
国土交通省の業務紹介を行いました。当日は、
同学部生約100名が出席し、講義の最後には
質問が出るなど、熱心に聴講いただきました。岡本事務官 田中所長

模型を用いて防波堤の役割を説明している様子

7月27日、浜名港向島物揚場において
「浜名湖ミナトリング2025」が開催され
ました。当事務所ブースでは、波を起こせ
る防波堤模型やパネルを展示し、親子連れ
など多くの方に訪問いただきました。子供
たちは実際に模型で波を起こし、防波堤が
ある時とない時の違いを体験しました。港
や事務所の取り組みについて興味を持って
もらい、市民の方々と交流を深める機会に
なったと思います。

https://www.cbr.mlit.go.jp/local_info/sougou/contents/shisetsu/construction/genba.htm
https://www.cbr.mlit.go.jp/local_info/sougou/contents/shisetsu/construction/genba.htm
https://www.cbr.mlit.go.jp/local_info/sougou/contents/shisetsu/construction/genba.htm
https://www.cbr.mlit.go.jp/local_info/sougou/contents/shisetsu/construction/genba.htm
https://www.cbr.mlit.go.jp/local_info/sougou/contents/shisetsu/construction/genba.htm
https://www.cbr.mlit.go.jp/local_info/sougou/contents/shisetsu/construction/genba.htm
https://www.cbr.mlit.go.jp/local_info/sougou/contents/shisetsu/construction/genba.htm
https://www.shimizu.pa.cbr.mlit.go.jp/502/8704/
https://www.shimizu.pa.cbr.mlit.go.jp/502/8704/
https://www.shimizu.pa.cbr.mlit.go.jp/502/8704/
https://www.shimizu.pa.cbr.mlit.go.jp/502/8704/
https://www.shimizu.pa.cbr.mlit.go.jp/502/8704/
https://www.shimizu.pa.cbr.mlit.go.jp/502/8704/
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６月20日、下田港において事務所職員及
び港湾空港部より東野事業計画官 含め2名
が参加し安全パトロールを実施しました。
下田港は避難港として指定されており、

国の事業では避泊水域確保及び津波被害軽
減のため防波堤の整備を推進しています。
当該工事では目標の高さまで積み上げるた
めコンクリートを打設します。現地では足
元の段差・隙間を敷鉄板でカバーする工夫
や、作業員のつまづき防止のため足元にあ
る穴を板で塞ぐ工夫がありました。
今後も定期的な安全パトロールを実施し、

各現場の無事故・無災害を目指します。
敷鉄板

今後工事で使用
する穴を一時的に
板で塞いでいます。

安全パトロール
実施箇所

6月18日、御前崎港西ふ頭1,2号岸壁にお
いて開催された自動車運搬船の新造船命名式
に参列しました。式典では来賓挨拶、ギフト
交換セレモニーが行われた後、テープカット
が行われ、船名は「ホーグ・サンライズ」と
発表されました。この名前には「夜明け、希
望、新たな始まり」という意味が込められて
います。本船は約9,100台もの自動車が積載
でき世界第３位の積載台数を誇ります。また
LNG（液化天然ガス）燃料やアンモニア燃料
での航行が可能で、環境に配慮した世界最大
級の次世代自動車船です。

7月3日、第3回田子の浦港港湾脱炭素化推
進協議会（事務局：静岡県）が開催されまし
た。現在、田子の浦港でのCNP形成※に向けて、
港湾脱炭素化推進計画が作成されています。
協議会では計画の方針が示され、参加した民
間事業者や関係団体との意見交換が行われま
した。今回協議された計画は、今後パブリッ
クコメントを経て公表される予定です。

ホーグ・サンライズを背景に記念撮影

※カーボンニュートラルポート（CNP）の形成：脱炭素化に配慮した港湾
機能の高度化や、水素・アンモニアなどの受入環境の整備などを図ること

田子の浦港 港湾脱炭素化推進協議会の様子

防波堤上での安全パトロールの様子

下田港 防波堤の概要

当該工事での
施工範囲

施工済み

今後の工事で
の施工範囲

防波堤の断面

防波堤(東)
（延長400m）港内側港外側

式典の様子



・海やみなとの利用に関すること
・総合的な学習時間に関すること
・みなとの構想や計画に関すること
・海洋土木技術に関すること
・みなとの防災に関すること

その他、海とみなとに関することは
何でもお問い合わせください

全国共通フリーダイヤル

海とみなとの相談窓口

受付時間：９時３０分～１２時、１３時～１７時(土･日､祝祭日は除く)
携帯電話からもご利用いただけます

■お問い合わせ先■
.

清水港湾事務所 企画調整課
TEL 054－352－4148

pa.cbr-shimizukouwan@mlit.go.jp
.

ご意見・ご感想をお寄せ下さい。
.

清水港湾事務所では、学校、企業、自治会の皆様を
対象にみなと見学会を行っています。
詳しくは、ホームページをご覧ください

- 4 -

６月17日、自転車による港湾施設点検訓練を実施しました。この訓練では、
大規模災害時の応急対応能力向上のため、交通手段が使えなくなった場合を
想定し、悪路に強い「パンクレスタイヤ自転車」で各施設を回り点検し、衛
星携帯電話や防災システムを使用した状況報告を行いました。今後も実践的
な訓練を実施し、災害対応力の強化を推進してまいります。 

～清水港湾事務所から出発～ 通信訓練の様子

６月29日、清水港日の出岸壁において、静岡
市と日本釣振興会静岡支部の主催で、釣り開放
イベントが開催されました。
子供連れの家族やベテランまで多くの参加者

で賑わい、サビキ釣りでサバを中心にアジ、ワ
カシ（ブリの子供）などが釣れていました。
県内の清水港、御前崎港及び熱海港は、国土

交通省の「釣り文化振興モデル港」に指定され、
地域の関係者による地方創生を目的とした釣り
文化振興の取組が進められております。

日の出岸壁の釣り開放で賑わう様子

清水港では貸船に乗り
魚釣りを楽しめます！
5月に真鯛を求め有志
の職員で挑戦し、見事
参加者全員が真鯛を釣
りあげました！

6月25日、御前崎港久々生（くびしょう）海
岸において、静岡県との合同で、現地調査を行
いました。この調査ではコアマモ場の生育状況
の確認やドローンによる空中撮影等の現地調査
を実施しました。昨年度の調査では久々生海岸
のコアマモ場は0.9tのCO2吸収源として認証を
受けました。今回の調査結果は今年度のJブルー
クレジット※申請に活用される予定です。

現地調査の様子

←撮影したコアマモ
の状況です。ぎっし
りと生育している様
子が伺えます。

※Jブルークレジット：海洋生態系によるCO2の吸収量を認証・数値化し、
取引可能なクレジットにしたもの

防災システムへの登録
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